
武蔵野公会堂の当面の方向性の選択肢

【原案】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
入札中止した
改修プラン

原案から内装改修等
一部内容を削減するプラン

既存設備を再利用しつつ
空調設備のみ更新するプラン

防水・外壁改修に加え電気・
空調設備を更新するプラン

プラン③＋給排水設備を
更新するプラン

プラン④＋一部内装を
改修するプラン

プラン⑤＋簡易的なバリア
フリーを実現するプラン

プラン⑥＋ピロティを
室内化するプラン

工事概要

※詳細は個票参照

建築、設備及び舞台音響設備
の全面更新により、安全性を
確保し、文化施設の機能性に
加え、バリアフリー化、耐震
性能向上を実現。多様な広場
空間を設けパークエリアに新
たな魅力を創出する。

原案から内装改修等一部内容
を削減した改修を実施する。

新規空調設備は、既存施設の
現在の機械室に収まらないた
め、既存空調設備を再利用す
る形で修繕を実施する。

屋上防水・外壁改修に加え電
気・空調設備を更新する。既
存の機械室・電気室の容量不
足に対応するため、屋外駐車
場に空調・電気機器を設置、
遮音パネルで騒音対策を講じ
る。また、LED照明への更新も
実施する。

プラン③に加え、給排水設備
を更新する。給排水配管の一
部は外部露出配管で設置し、
既存配管は施設運営に支障が
出る部分のみ撤去、隠蔽部な
どの残りは残置とする。

プラン④に加え、内装・サイ
ン・誘導ブロック等一部内装
改修、舞台音響設備更新、非
常用発電設備の設置を実施す
る。簡易的に施設利用者の利
便性向上、非常時災害時の機
能強化を図る。

プラン⑤に加え、エレベー
ター及びトイレ増設による簡
易的なバリアフリー化を実施
する。施設利用者の利便性向
上を図る。

プラン⑥に加え、１階ピロ
ティの室内化を実施する。

懸念事項

※詳細は個票参照

ー

■原設計に比べ、内外装の意
匠性の向上や、運営面におけ
る機能性の向上は限定的とな
る。

■既存空調設備のオーバー
ホール整備及び冷温水配管の
管更生について、空調機メー
カーや専門業者への聞き取り
の結果、部品調達の困難性と
経年劣化配管への施工困難性
から、修繕後の早期不具合発
生が懸念されるため、既存再
利用によるプラン実現は難し
いと判断される。

■各設備機器を屋外設置する
ため、騒音について近隣への
影響が増加するほか、駐車台
数の減少が生じる。
■冷温水配管敷設時、外壁貫
通の可否について構造的な詳
細検討が必要である。
■空調ダクトの既存再利用に
伴い、経年劣化によるダクト
損傷での突発的な稼働停止リ
スクがある。
■給排水設備改修を行わない
ため、配管漏洩のリスクが残
存し、利用者の安全が懸念さ
れることから、本案の実施は
適切ではないと判断される。

■給排水配管の一部を屋外露
出設置するため、施設外観の
意匠性が低下する。
■トイレは、配管及び衛生器
具類の更新を行うものの、会
議棟北側の階段中間部での位
置は変わらない。
■給排水配管を外部露出にて
設置するため、外壁貫通の構
造的な詳細検討が必要とな
る。

■簡易的な内装改修のため、
社会的劣化を解消するバリア
フリー化には至らない。
■非常用発電機を屋外駐車場
に電気設備機器と集約して設
置するため、非常用発電機の
稼働時に、騒音面で近隣への
影響が生じる。
■建築確認申請を要しない改
修であるが、詳細な意匠・構
造的検討が必要な場合、費用
増加や工期延長により開館が
遅延するおそれがある。

■簡易的なエレベーター及び
トイレ増設改修のみであるた
め、社会的劣化の解消に十分
なバリアフリー化には至らな
い。
■エレベーター設置に伴い、
建築確認申請が必要な改修と
なる。
■エレベーター設置は、各階
スラブ解体を伴うため、詳細
な構造検討が必要となり、特
定行政庁の指導内容によって
は、大幅な費用増や工期延長
が見込まれ、開館が遅延する
おそれがある。

■室内化した空間利用は、現
在未検討である。
■建築確認申請を要する改修
となり、構造遡及等の程度に
より、大幅な費用増や工期延
長が見込まれ、開館が遅延す
るおそれがある。

防水・外壁補修 防水・外壁補修 － 防水・外壁補修 防水・外壁補修 防水・外壁補修 防水・外壁補修 防水・外壁補修

利用者ゾーン
内装改修

利用者ゾーン
内装改修

－ ― ―
利用者ゾーン

内装改修
利用者ゾーン
内装改修

利用者ゾーン
内装改修

電気設備
全面更新

(非常用発電機設置)
全面更新

(非常用発電機設置)
－ 全面更新 全面更新 全面更新

全面更新
(非常用発電機設置)

全面更新
(非常用発電機設置)

空調設備
全面更新

空調設備
全面更新

空調設備オーバーホール
及び冷温水配管の更生

空調設備
全面更新

空調設備
全面更新

空調設備
全面更新

空調設備
全面更新

空調設備
全面更新

給排水
全面改修

給排水
全面改修

－ －
給排水

全面改修
（屋外露出）

給排水
全面改修

（屋外露出）

給排水
全面改修

（屋外露出）

給排水
全面改修

（屋外露出）

舞台・音響設備 全面更新 全面更新 ― ― ― 音響のみ部分更新 音響のみ部分更新 音響のみ部分更新

バリアフリー
バリアフリー法
適合（EV含む）

バリアフリー法
適合（EV含む）

― ― ―
サイン化

(誘導ブロック含む)
乗用エレベーター設置、

フロアトイレ化
乗用エレベーター設置、

フロアトイレ化

耐震性向上
耐震性向上

Is値0.75以上
（重要度係数1.25）

耐震性向上
Is値0.75以上

（重要度係数1.25）

現状維持
Is値0.6

現状維持
Is値0.6

現状維持
Is値0.6

現状維持
Is値0.6

現状維持
Is値0.6

現状維持
Is値0.6

費
用

工事見込額※１ （35.2億円） 32.6億円 15.7億円 19.9億円 26.5億円 30.3億円 32.4億円

休館期間
（R8.7月から換算）

－ 38カ月 41カ月 41カ月 43カ月 45カ月 45カ月

開館予定時期 (当初)令和10年２月 令和11年９月 令和11年12月 令和11年12月 令和12年２月 令和12年４月 令和12年４月

※１･･･入札中止した原案は令和７年時点の事業規模であり参考額のため括弧書き。①～⑩の各プランは令和７年度の建築費をベースに、工期にあわせた物価高騰やスライド条項等一定の上昇率を加えて

 算出した工事見込額（調査、設計、工事監理等の委託料及び中東情勢による建設資材高騰は含んでいない）。

※２･･･期間については、今後方向性を決定し、令和８年第４回定例会において、調査や設計委託料等の補正予算が認められることを仮定して算出。

（裏面あり）

期
間

区  分 既存施設の改修

工
事
内
容
等

プラン案

建　築

機械設備

―

(実現困難のため算出不可)

令和８年７月９日

全員協議会資料 別紙１

※２



更 地 暫定施設

⑧ ⑨ ⑩
既存施設を解体し新規
施設に改築するプラン

既存施設を解体し更地化
するプラン

プラン⑨＋芝生化＋
暫定施設を設置するプラン

工事概要

※詳細は個票参照

既存施設を解体し、新たな施
設を改築する。

既存施設を解体し、更地にす
る。

既存施設を解体し、新たな暫
定施設(外構芝生化)を改築す
る。

懸念事項

※詳細は個票参照

■現在、パークエリアのまち
の将来像を検討中のため、現
時点で改築することはできな
い。

■パークエリアにおける市民
の創造・発表の場としての文
化機能が失われる。
■解体時に近隣への騒音、振
動の影響が発生する。

■暫定施設のスペック次第で
は文化機能が継承できないお
それがある。
■解体時に近隣への騒音、振
動の影響が発生する。(地下解
体があるため、地上解体時よ
り更なる配慮が必要)

電気設備 全面更新 ― 全面更新

舞台・音響設備 全面更新 ― 全面更新

バリアフリー
バリアフリー法

適合
―

バリアフリー法
適合

耐震性向上 重要度係数1.25 ―
重要度係数1.25相当を

目指す

費
用

工事見込額
平米単価

178万円程度※３ 5.2億円

平米単価

116万円程度※４

(500㎡～1000㎡を想定)

休館期間
（R8.7から換算）

78カ月 ― 54カ月

開館予定時期 令和15年１月 ― 令和13年１月

※３･･･埼玉県ふじみ野市が令和７年に設置した文化施設（ホール）の単価を参考に算出。

※４･･･千葉県船橋市に令和６年設置された「ららアリーナ東京ベイ サブアリーナ(鉄骨造)」の実勢単価を参考に算出。

全面更新 全面更新

全面更新 全面更新

　　改 築【参考】
　　解 体【参考】

プラン案

工
事
内
容
等

区  分

建　築

機械設備

期
間

―

―

担当課 総合政策部企画調整課

総合政策部資産活用課

財務部施設課

市民部市民活動推進課

都市整備部都市再生課


